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復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

3
つ
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　

雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
空
に
、
勇
壮

な
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
。
腹
の
底
に

ま
で
届
く
よ
う
な
「
標し

ね

葉は

せ
ん
だ
ん
太

鼓
」
の
力
強
い
演
奏
が
終
わ
る
と
、
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。

　

2
0
2
0
年
11
月
7
日
。
福
島
県
双

葉
町
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
中
野
地
区

で
行
わ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子

力
災
害
伝
承
館
、
双
葉
町
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
、
福
島
県
復
興
祈
念
公
園　

合

同
開
所
式
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
の
一
コ
マ
だ
。
当
日
は
、
9
時
半

か
ら
郷
土
芸
能
の
披
露
や
双
葉
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
「
双
葉
ダ
ル
マ
」
の

進
め
て
い
く
」
と
力
強
く
宣
言
。
伊
澤

史
朗
双
葉
町
長
は
「
中
野
地
区
は
、
双

葉
町
の
復
興
の
先
駆
け
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
う
場
所
。
今
般
の
開
所
は
、

町
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
第
一
歩
。

双
葉
町
の
復
興
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
」
と
決
意
を
に

絵
付
け
体
験
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手

段
と
し
て
導
入
が
検
討
さ
れ
、
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
ス
マ

ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
試
乗
会
な
ど
の
催

し
物
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
震
災
以
来
静

か
だ
っ
た
ま
ち
に
、
久
々
に
人
々
の
笑

顔
が
蘇
っ
た
。

　

14
時
か
ら
は
、
新
た
な
3
施
設
の
開

所
を
祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
内
堀

雅
雄
福
島
県
知
事
は
「
多
く
の
方
々
が

震
災
と
原
子
力
災
害
を
自
分
事
と
し
て

と
ら
え
、
福
島
の
復
興
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
町
村
や
関
係

機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

じ
ま
せ
た
。
臨
席
し
た
平
沢
勝
栄
復
興

大
臣
も
「
福
島
の
皆
さ
ん
方
と
寄
り
添

い
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
福
島
の
発
展

に
全
力
を
尽
く
す
」と
開
所
を
祝
っ
た
。

　

な
り
わ
い
再
生
の
拠
点
に

　

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
の
複
合
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
住
民
避
難
が
続
い
て

い
る
双
葉
町
。
2
0
2
0
年
は
復
興
へ

大
き
く
歩
み
を
進
め
た
1
年
と
な
っ
た
。

　

3
月
4
日
に
、
避
難
指
示
が
一
部
解

除
。
続
く
7
日
に
常
磐
自
動
車
道
常
磐

双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
。
さ

ら
に
14
日
に
は
J
R
常
磐
線
全
線
運
転

再
開
と
、う
れ
し
い
出
来
事
が
続
い
た
。

　

今
回
、
3
施
設
が
開
所
と
な
っ
た
中

野
地
区
は
、「
働
く
拠
点
」
と
し
て
新

た
な
産
業
・
雇
用
の
場
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
復
興
祈
念
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

先
行
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

県
が
整
備
し
た
伝
承
館
と
復
興
祈
念

公
園
の
一
部
は
、
9
月
20
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
伝
承
館
に
入
る
と
ま
ず
圧
倒

さ
れ
る
の
が
、
7
面
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン

に
よ
る
災
害
当
時
の
映
像
だ
。
ゆ
る
や

か
な
ス
ロ
ー
プ
を
上
っ
た
先
に
は
、
震

災
の
爪
痕
を
物
語
る
資
料
や
映
像
で
、

複
合
災
害
の
教
訓
と
復
興
へ
の
歩
み
を

展
示
。
開
館
後
20
日
で
約
1
万
人
が
来

訪
、
学
校
の
研
修
も
多
い
と
い
う
。

　

一
方
、
10
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

の
が
、
双
葉
町
整
備
に
よ
る
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
だ
。
双
葉
町
復
興
推
進
課
の

横
山
敦
さ
ん
は
「
就
業
者
の
サ
ポ
ー
ト

や
、
伝
承
館
・
祈
念
公
園
来
訪
者
の
休

憩
や
食
事
の
サ
ポ
ー
ト
、
ま
た
一
時
帰

宅
す
る
町
民
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
な

る
、
中
野
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
で

す
。
施
設
内
の
貸
事
務
所
に
は
10
社
が

入
居
、
復
興
産
業
拠
点
に
は
、
現
在
17

件
の
立
地
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
中
野

地
区
に
は
、
10
月
28
日
か
ら
J
R
常
磐

線
の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
。
施
設
の
隣
地
に
ホ
テ
ル
建

設
も
決
ま
り
、
徐
々
に
働
く
場
と
し
て

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

施
設
内
に
は
、
双
葉
町
の
ソ
ウ
ル
フ

ー
ド
が
食
べ
ら
れ
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト
や
、

中
野
地
区
に
進
出
を
決
め
た
浅
野
撚
糸

と
双
葉
町
が
共
同
開
発
し
た
大
人
気
タ

オ
ル
「
ダ
キ
シ
メ
テ
フ
タ
バ
」
な
ど
を

販
売
す
る
土
産
物
店
も
オ
ー
プ
ン
。
4

階
に
は
展
望
テ
ラ
ス
も
あ
り
、
取
材
当

日
に
は
復
興
が
進
む
町
を
感
慨
深
げ
に

眺
め
る
町
民
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

続
く
復
興
へ
の
道
の
り

　

未
曾
有
、
未
体
験
の
大
災
害
か
ら
、

復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
る
双
葉
町
。
そ

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

U
R
都
市
機
構
だ
。
数
々
の
ま
ち
づ
く

り
や
阪
神
淡
路
大
震
災
以
来
の
被
災
地

復
旧
・
復
興
で
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

で
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
支

援
に
も
尽
力
。
双
葉
町
と
は
2
0
1
7

年
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
力

協
定
書
を
締
結
。
J
R
双
葉
駅
西
側
地

区
の
基
盤
整
備
や
宅
地
、
道
路
、
東
側

駅
前
広
場
整
備
な
ど
の
ほ
か
、
中
野
地

区
で
も
基
盤
整
備
と
産
業
交
流
セ
ン
タ

ー
の
支
援
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

経
験
豊
富
な
U
R
に
と
っ
て
も
、
双
葉

町
な
ら
で
は
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

赴
任
し
て
4
年
目
に
な
る
U
R
双
葉

復
興
支
援
事
務
所
の
佐
藤
史
章
が
語
る
。

「
双
葉
町
は
避
難
指
示
区
域
で
住
民
全

員
が
避
難
し
て
い
た
た
め
、
赴
任
当
時

も
発
災
時
の
ま
ま
で
し
た
。
電
気
も
水

道
も
な
く
、
橋
も
流
さ
れ
て
進
入
路
は

1
本
の
み
。
地
区
に
入
る
に
は
通
行
証

も
必
要
な
状
況
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

3
年
で
こ
こ
ま
で
き
た
感
慨
と
と
も

に
、
今
後
2
、
3
年
で
さ
ら
に
大
き
く

変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
抱
い
て

い
ま
す
」

　

U
R
福
島
震
災
復
興
支
援
本
部
の
太

田
亘
は
、
糸
魚
川
市
駅
北
大
火
の
復
興

支
援
か
ら
当
地
区
の
任
務
に
就
い
た
。

「
中
野
地
区
は
、
同
じ
街
区
の
な
か
に

町
と
県
、
国
な
ど
、
整
備
す
る
主
体
が

異
な
る
場
所
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、

工
期
や
工
事
車
両
の
調
整
な
ど
が
円
滑

に
進
む
よ
う
苦
心
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
双
葉
町
が
『
住
む
拠
点
』
と
位
置

づ
け
る
J
R
双
葉
駅
西
側
地
区
で
も
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
」

　

双
葉
町
の
横
山
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
町
で
被
災
し
た
一
人
。
災
害
当
日

に
何
も
持
た
ず
に
家
を
離
れ
、
長
ら
く

避
難
生
活
を
送
っ
た
経
験
を
も
つ
。

「
ま
だ
ま
だ
大
変
で
す
が
、
よ
う
や
く

目
に
見
え
て
発
信
で
き
る
復
興
に
な
っ

て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
中
野
地

区
は
、
土
地
の
造
成
を
し
な
が
ら
水
道

や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
建
物
の
建

設
と
複
数
の
事
業
が
重
な
っ
て
密
集

し
、
複
合
的
な
仕
切
り
が
必
要
な
現
場

で
し
た
。
町
だ
け
で
は
で
き
な
い
と
こ

ろ
を
、
U
R
さ
ん
に
は
本
当
に
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
ま
ち
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
外
部
に
も
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
」と
話
す
。

　

3
施
設
の
開
所
に
よ
り
、
新
た
な
産

業
や
復
興
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
創
生
も
期
待
さ

れ
る
双
葉
町
。
22
年

春
頃
の
避
難
指
示

解
除
と
居
住
開
始
、

そ
し
て
そ
の
先
の
未

来
へ
。
双
葉
町
の
復

興
へ
の
歩
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い

く
。
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産業交流センターなど中野地区は今後の双葉町の産業発展の軸となる。
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福
島
県
双
葉
町

中
野
地
区
一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点

市
街
地
形
成
施
設
事
業

（
2
0
1
7
年
●
平
成
29
年
〜
）


